
ト
ク

ト
タ
ダ
シ
ョ
ウ

得
田
庄

羽
咋
加
に
在
っ
た
。

正
剛
山
六
年
六
且
官
八
日
の
縦
似
に
、『
ゆ
づ

b
神
山
す
ま

ご
ひ
こ
二
郎
の
り
な
が
の
と
の
凶
と
〈
だ
の
し
ゃ
う

十、

立
利
。
佐
渡
守
。
法
名
阪
翁
託
制
。

十
一
、

nM
訳
。
照
一
止
忠
。
法
名
設
相
。

十
一一
、
光
封
。
正
(
間
州
助
o
法
科
札
札rre

十
三
、
知
託
。
兵
陀
助
。
法
名
山
町
山
掠
訟
。

『マ

、
》

・1
凶、

ロ
張
。
叉
五
郎
。
法
名
郡
訴
訟
然
。

十
五
、
佼
話
。
次
郎
左
衛
門
附
。
法
名
立
峰
。

十
六
、
娘
一
日
。
佐
渡
守
。
法
名
立
辺
。
天
正
中
荒
山

で
嫡
子
仙
川
哲
成
方
と
品
目
に
戦
死
。
ハ
天
正
七
年
の

文
自
に
徳
川
佐
神
山
町
寸
努
品
川
が
あ
る
の
は
是
と
間
入

獄。
U

布
の
外
山
和
の
文
占
に
得
川
口
呑
が
あ
り
、
明
徳
に

得
凶
立
長
が
あ
り
、
郎
氷
に
得
悶
勘
僻
附
左
衛
門
誌

光
及
び
兵
附
入
泊
以
全
が
あ
る
が
、
そ
の
聞
係
は
知

h

リ
得
ぬ
。
例
抑
制
民
は
中
頃
徳
川
と
引
い
た
こ
と
も
あ

り、

そ
の
米
統
、

一
は
u
N
氏
に
仕

へ
、

一
一は
削
川
氏

の
阻
と
な
っ
た
。

ト
h
y
ダ
カ
ン
シ
ョ

徳
因
究
所

全
神
の
人
。
玲

は
殺
、
字
は
子
芯
又
は
子
宮
、
辺
町
・見
所
作
盟
諸

山
冷
英
人
等
と
悦
し
、
留
を
染
と
し
、
持
山
を
能
く

し
、
叉
山
水
の
山
に
長
じ
た
。
明
治

H
一
年
一
且
四

日
六
十
七
H

批
を
以
て
奴
。

ト
ク
ダ
ゲ
ン
ア
ン

徳
田
玄
庵

加
引
部
仰
の
御
殴

者
で
、
文
化
三
年
に
授
。
そ
の
子
附
作
一
点
'
綴
ぎ
、

抗
人
扶
持
を
4
1
け
た
。

ト
h
y
ダ
コ
ジ
ロ
ウ

徳
田
小
次
郎

一

向

一
授
の

魁
o
天
正
入
年
十

M
M町
坂
新
沢
郎
と
共
に
江
泊
叩
松

山
被
に
出
掛
っ
た
が
、
同
市
川
勝
家
の
先
鋒
柴
山
勝
政
臨す

に
攻
め
ら
れ
て
敗
回
向
し
た
。

一
也
に
金
仰
御
坊
陥宮市

の
際
戦
残
し
た
と
記
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
非
で
あ

‘」

γ
ヲ
。

ト
タ
ナ
リ
イ
シ

徳
成
石

臥
'T
郷
徳
成
小
字
ム

ジ
ナ
パ
か
ら
産
す
る
石
材
。
石
英
組
問
岩
到
旋
荻
岩

で
、
長
石
町
酬
は
殆
ど
陶
ゴ
化
し
た
も
の
、
民
は
腕
〈

軟
か
い
。

ト
ヲ
ナ
リ
ヤ
チ

徳
成
谷
内

民
主
郡
中
町
野
郷

に
臨
す
る
部
古
川
。

ト
h
y
ハ
シ
ゴ
ウ

得
橋
郷

i
ウ
ハ
シ
ゴ
ウ
得

焔
郷
。ト

h
y
ハ
シ
ゴ
ウ

徳

橋

郷

能
楽
部
に
屈
す
る。

古
へ
の
得
儲
か
ら
料
じ
た
名
抑
制
で
あ
る
。
滞
政
時
代

ぢ
と
う
し
き
云
々
。
』
文
和
二
年
七
且
十
日

の
談
紋

に、

『
抽出排出
能
賛
同
得
凶
庄
地
問
験
研
云
々
。
』
な
ど

と
見
え
る
。

ト
タ
ダ
ジ
ヨ
ウ

徳
田
技

羽
咋
都
徳
出

・
館
闘

の
聞
に
在
る
。
越
奄
到
三
州
芯
に
、
花師
皿
住
か
に
存

し
、
そ
の
俄
は
皆
鋤
い
て
聞
と
お
る
と
あ
る
が
、
今

も
東
方
一
四
五
米
、
四
方
一
四
九
米
、
南
方
=
=
=

米
、
北
方
二
ニ

O
米
地
川
の
地
形
は
隠
然
と
し
て
ゐ

る
。
得
川
氏
が
間
々
こ
L

に
R
た。

ト
ク
ダ
ホ

得
田
保

羽
咋
柑
に
在
っ
た
。
得
悶

文
田
建
長
七
年
八

B
H
二
日
の
下
文
に
、『
情
活
家
政

所
下
能
管
得
出
保

mm……川
住
人
可
令
早
際
限
説
家
地

問
脇
市
』
と
あ
る
。
後
悦
土
山
庄
内
の
徳
間
村
が
之

に(品
る
の
で
あ
ら
う
。

ト
ヲ
ダ
モ
リ
ア
キ
ラ

得
田
盛
窓

辺

m佐
渡
。

天
正
十
年
石
動
山
の
附
従
と
県
し
て
荒
山
に
附
し
た

時
、
佐
久
刷
山
町
政
に
攻
め
ら
れ
、
そ
の
子
仙
沼
崎
芳

と品川
ハに
職
残
し
た
。

ト
ク
ダ
モ
ン
ジ
ヨ

得
国
文
舎

4
キ
ユ

ウ
コ
ホ

ダ
チ
ョ
ウ
ロ
タ
汲
古
北
微
録
。

土
口

珠
洲
州
大
谷
の
内
の
小
芋
。

徳
成

以
京
都
中
町
川
町
郷
に
闘
す
ろ

ド
グ
チ

ト
ヲ
ナ
リ

m
wr
。

に
平
商
・
一
割
・
小
杉
・
大
長
野
小
長
野
午
ぬ
・
河

一
能
山首
部
下
街
で
部
川
に
古
m
A
n
ふ
。
抗
税
七
五

O
米
市
。

回
・小
野
・能
楽
・千
代
・古
都
・附
府
・地
凹
・文
明
寺
・
一

ト
9
7
ル
ジ
ヨ
ウ

徳
丸
披

国
心
掛
上
村
地
内

遊
泉
寺
・
鵜
川・
白
谷
・
例
大
寺
・
鍋
谷
・
寺
出
・和
気
・
一
泊
四
郎
山
に
在
る
。
城
の
辿
形
今
明
ら
か
で
は
な
い

上
入
墨
・
下
八
里
・佐
野
・
末
信
・
荒
屋
・
野
間
・長
野

一
が
、
実
正
十
二
三
年
の
頃
長
辿
聞
こ
L

に
自
滅
し
た

回
・
島
出
・幼
出
の
三
十
ヶ
村
を
含
ん
で
ゐ
た
。

一
と
い
ふ
。
後
こ
t
h

か
ら

mm州
都
に
移
っ
た
も
の
で
あ

ト
ヲ
ヒ
ザ

徳
久

能
美
郡
山
上
郷
に
邸
す
る
部

一
ら
う
。

稿。
ト
h
y
マ
ル

徳
丸

鹿
島
都
民
川
院
に
臨
す
る
部

稿
。
能
官
名
跡
芯
に
、『徳
丸
村
近
し
。
長
家
の
郭
跡

あ
り
。
』
と
あ
る
。

ト
ヲ
マ
ル
ア
ラ
ヤ

徳
丸
荒

屋

石

川
制
徳
丸
の

内
の
小
手
。

ト
ヲ
マ
ル
ガ
ハ

徳
丸
川

隠
れ
削
制
能
続
部
下

上・
徳
丸
の
入
合
領
な
る
高
柳
谷
内
か
ら

流
出
し
、

ト
ヲ
ホ
ウ
ジ

徳
法
寺

金
棒
助
九
郎
阿
に
在
っ

て
、
探
宗
京
娠
に
関
す
る
。

ト
タ
ホ
ウ
ジ
徳
妥
寺

民
主
郡
上
川
に
在
っ
て
、

実
宗
架
波
に
邸
す
る
。
初
め
阿
部
五
郎
左
衛
門
分
に

創
立
し
、
兎
永
元
年
今
の
所
に
移
っ
た
。

ト
h
y
ポ
ザ
キ

徳
保
崎

珠
洲
郡
高
屋
の
散
村
に

徳
保
が
あ
る
。
文
徳
盛
と
も
い
ふ
。
間
以
永
一
苅
年
一
資

促
に
、
『
尚
昆
の
右
の
方
の
出
附
を
徳
保
附
と
も
鴇
，

附
と
も
い
へ
り。
』と
mrヂ
'
る
。

ト
タ
ボ
ザ
キ
シ
ラ
ヤ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ

徳
保
嶋
白
山

神
社

珠
洲
郡
高
島
に
在
っ
た
。
式
内
等
沓
枇
記
に
、

『
徳
保
附
白
山
榊
枇
。
商
掠
郷
高
屋
村
館
経
銀
座
。
萄

枇
也
。
』
と
犯
し
、
能
器
官
誌
に

『
高
屋
村
の
散
村
徳
鐙

と
い

」
所
に
、
白
山
富
の
大
な
る
宮
森
あ
り
。
大
木

古
木
生
絞
り
、
一
仰
さ
び
た
る
境
内
に
兜
石
と
い
ふ
大

石
あ
り
。
』
と
見
え
る
。
こ
の
駐
は
、
大
正
三
年
日
吉

町
制
批
に
例
合
せ
ら
れ
た
。

ト
ヲ
マ
ル

徳
丸

石
川
制
中
村
郷
に
闘
す
る
部

記
H
O

五
九

ト
h
y
マ
ル
ヌ
ノ

徳
丸
布

医
院
州
泌
総
九
に
産
す

る
も
の
で
、
紛
布

・
緋
布
が
あ
り
、
そ
の
製
組
山
訟
で

あ
る
が
越
後
布
に
似
て
日
た
。

J
ノ
ト
チ
ヂ
ミ
能

管
縮
。

ト
h
y
マ
ル
ホ

得
丸
保

又
徳
丸
保
に
作
。
‘
石

川
郡
に印
刷
し
た
。
際
諒
軒
日但
回
目
正
二
年
十
Hn
十
三

日
に
、
『
玉
市
市
寺
領
加
賀
州
得
丸
保
、
依
s
山
懐
中
抑
制

大
輪
泌
飢
一
有
s
住
持
夫
副
間
以
。』

と
見
止
、
文
純
一
兆

日
但
別
級
に
、『
野
伏
若
狭
守
脱
出
廿
崎
川
川
一
加
州
徳
丸

保
内
永
代
目
的
惜
之
地
氏
努
云
々
。
』
と
見
え
る
。
後
附

徳
丸
村
が
砕
す
る
。

ト
9
7
ン
ジ

徳
蒲
寺
刑
制
咋
部
直
a

刊
に
在
っ
て
、

長
宗
一
恥
振
に
臨
す
る
。

ト
歩
ミ
ツ

徳

光

石

川
柳
山内
防
組
に
印
刷
す
る
部

町
問
。
従
永
誌
に
こ
の
村
知
小
丸
と
い
ふ
既
に
大
和
作

人
が
町
制
し
た
跡
が
あ
る
と
認
す
る
。

ト
昔
、
ミ
ツ
ウ
ヂ

得
光
氏

親
元
日
記
犯
正
六
年

七
月
三
十
日
に
、『
白
州
得
光
官
邸
入
治
法
上
太
万
糸

一E
・4
0
』撚・出
町村日
録
文
正
元
年
七
且
十
二
日
に
、『
赤

机
相
次
郎
以
加
到
凶
依

=mm之
郁
一
一
泌
絢
去
者
三
位

彼
v

召
、
不
ν
限
s
守
上
命
二
古
々
。
』
と
見
え
る
。
得
光

又
は
伯
尚
氏
は
、
石
川
榔
総
光
の
人
で
あ
ら
う
。

ト
タ
ミ
ツ
ウ
ヂ

信
満
氏
↓
ト

タ
ミ
ツ
ウ
ヂ

得
光
氏
。

ド
タ

Z
ヨ
ウ
リ
ヨ
ウ
イ
ン

濁
明
一一足因

金
持
山

抑
制
世
間
天
徳
院
一
泊
代
の
住
待
。
見
保
二
年
九
月
十
入
円

六
十
四
山
地
に
て
寂
。一


